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(五十音順 敬称略)
本紀要の査読は上記の方々にお願い致しました。
上げます。
ご協力賜 りましたことに,お名前を記してお礼申し
2009(平成21)年度 図書委員会 (50音順)
委 員 長  細 辻 恵 子
委 員  一 色 伸 夫
委 員  角 田 万里子
委 員  川合ジヨルジェット
委 員   河 原 和 枝
委 員   木 村 重 圭
委 員  瀬 藤 乃理子
委 員  辻   平治郎
委 員  友 田 尋 子
委 員  直 野 裕 子
委 員  藤 田  渡
委 員  松 林 靖 明
書記・事務局 柴 山 晴 江
編集後記
『甲南女子大学研究紀要』「看護学・リハビリテーシヨン学編」第4号をお
届けいたします。今年度2冊目の紀要です。看護・理学療法のいずれも,社
会的に需要の高まる中,優れた人材を世に送り出すべく,教育・研究に邁進
していますが,この紀要から,その熱意が伝わることを願っております。
なお,2010年度は,甲南女子学園創立9o周年を迎えますので,さらに充
実した紀要を発行できるよう,努力する所存です。
甲南女子大学図書委員会
委員長 細辻 恵子
甲南女子大学研究紀要 第4号
看護学・リハビリテーシヨン学編
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